
 

（第２号様式）   
令和２年５月 22 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木清南高等学校長 （通信制）  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・柔軟で多様な

学びのシステ

ムを活かした

教育課程の編

成を推進す

る。 

 

・生徒が主体的

に学び、学力

の定着が図れ

るような授業

を実現するた

めの研究を推

進する。 

①新教育課程を

決定する。 

 

 

 

 

 

②ＩＣＴ機器等

を利活用する

ことで、生徒

が主体的に学

べる環境を構

築し、分かり

やすい授業を

実現する。 

①各教科や各課
程と協働して、
新学習指導要領
の趣旨を踏まえ
た新教育課程を
編成する。 
 
 
②授業のちょっ
と×2」の視点を
踏まえ、職員研
修会等ノウハウ
の共有を図ると
ともに BYOD 回線
やクラウドサー
ビス等を利活用
の 推 進 を 通 し
て、レポートや
スクーリングに
おける活用方法
を模索する。 
 
②ICT 機器はツー

ルであり、肝心

なのはやはりレ

ポートやスクー

リングの改善で

あることから、

継続して生徒主

体の授業研究を

研鑽する。 

①新学習指導要
領の改訂に伴う
課題に対応した
新教育課程を編
成することがで
きたか。 
 
 
②課程・教科を
超えてノウハウ
を共有を図り、
「 ち ょ っ と ×
２ 」 の 視 点 や
ICT 機器等を利
活用した実践を
を推進すること
ができたか。 
 
②生徒の授業評
価や、個々の声
に謙虚に傾聴し
ながら、教員の
自己満足で終結
していないかを
検証しつつ、自
らの授業評価を
客観的に判断す
る。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・多様な課題を

抱える生徒に

対応するため

指導、支援体

制の充実を図

る。 

 

・学校行事を通

して生徒の自

己肯定感の向

上を図る。 

①外部の関係機

関の人材と連

携し、支援体

制の充実を図

る。 

 

 

②生徒が主体的

に活動し、自

己肯定感が高

められる環境

づくりを進め

る。 

① SSW、SC とは
月１回の連絡
会議を持つ。
サポステと連
携し、カフェ
の活性化を図
る。 
 

②生徒会等の活

動を支えつつ、

生徒が活発に発

言し行動できる

よう、生徒と協

働しながら行事

運営を進める。 

生徒情報を共有
し、充実した生
徒支援ができた
か。カフェを活
性化できたか。 

 

 

②通信制生徒の

行事参加の増加

と、何より笑顔

があふれ、自由

に言動できる学

校環境の構築が

実感できたか否

か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと

りが将来性、

計画性を踏ま

えて自己実現

ができる進路

指導の充実を

図る。 

①多様な課題を

抱える生徒に

対応するキャ

リアサポート

体制の充実を

図る。 

・SCC との連携に
よる就職支援の
充実。 
・多彩なキャリ
アプログラムに
よる進路決定、
実現の支援。 
・グループ内で
の情報共有、担
任との連携によ
る進路支援体制
の充実。 

・就職希望者の
望む進路実現が
達成されたか 
・多彩なキャリ
アプログラムを
提供できたか。 
 
・情報共有、連
携によって充実
した進路支援が
できたか。 

     

４ 地域等との協働 

・地域に理解さ

れ、信頼され

る活動を推進

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①防災活動につ

いて地域との

協働を図る。 

 

 

②教育活動の情

報発信の充実

を図る。 

①厚木市や近隣自
治会と協働して、
「避難所運営マニ
ュアル」や「洪水
時の避難確保計
画」等を策定す
る。 
 
②スクーリング公
開やホームページ
での広報活動の充
実、中学校教員向
けの説明会の実施
など通信制の情報
の発信に努める。 
 

②生徒会等を中 

心に、生徒主体に

地域活動にどのよ

うに参加・協力で

きるかを検討し、

実行できるものか

ら着手して行きた

い。 

①「避難所運営
ﾏﾆｭｱﾙ」「洪水
時の避難確保計
画」を策定でき
たか。 
 
 
 
②学校説明会や
スクーリング公
開、ホームペー
ジなどで十分に
情報発信ができ
たか。 

 

②地域の方や保

護者、あるいは

SNS などからの評

価や意見を、可

能 な 限 り 収 集

し、生徒が地域

に 協 働 で き た

か、正しく理解

されたかを検証

して見たい。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全、安心な

学校づくりの

ために三課程

が連携して教

育活動を展開

する。 

 

・フレキシブル

スクールとし

て三課程の情

報共有を推進

する。 

 

 

・生徒と向き

合う時間を

確保するた

めに、教員

の働き方改

革を推進す

る。 

①学校運営マニ

ュアル等の内

容の充実を図

る。 

 

 

 

②ＩＣＴ機器の

利活用によ

り、学校運営

の円滑化をさ

らに推進す

る。 

 

③長期休業期間

中に学校閉庁

日設定する。 

①「学校防災活
動マニュアル」
「洪水時の避難
確保計画」「避
難所運営マニュ
アル」等の内容
の充実を図る。 
 
②効果的な情報
共有の追求を図
り、セキュリテ
ィ意識の向上を
目指すとともに
快適な ICT 環境
の 構 築 を 目 指
す。 
 
③閉庁期間を有
効 に 使 用 し て
「働き方改革」
を推し進める。 

①「学校防災活
動マニュアル」
「洪水時の避難
確保計画」「避
難所運営マニュ
アル」等の内容
が充実したもの
になったか。 
②セキュリティ
意識を踏まえ、
情報共有を円滑
かつ効果的に行
えたか。 
使いやすい ICT
環境整備が推進
できたか。 
 
③閉庁期間を有
効に使用できた
か。 

     

 

 


